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議 会 運 営 委 員 会 理 事 会 記 録 

日   時 令和６年９月１７日（火）  午前９時１３分～午前９時２４分 
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理事以外の
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議  長  井 口  かづ子   副 議 長  おおつき 城 一 

出席理事者 （なし）    
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 庶 務 係 長 田 口 昌 実 議 事 係 長 蓑 輪 悦 男 

 担 当 書 記 橘 川 敦 江   
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（午前 ９時１３分 開会） 

脇坂理事 これより議会運営委員会理事会を開会いたします。 

 

《議会運営委員会理事会の会議記録について》 

脇坂理事 初めに、議会運営委員会理事会の会議記録ですが、８月30日の１回分について、

事前に各理事にお送りしていますが、この内容で御承認いただけますでしょうか。 

     〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、御承認いただきましたので、本日から公開の扱いといたします。 

 

《定例会の追加提案事項について》 

脇坂理事 次に、定例会の追加提案事項について、事務局から説明をお願いします。 

事務局次長 資料１を御覧ください。区長から条例１件、契約４件を提案される予定です。

この後開催の議会運営委員会で理事者から説明がある予定です。 

 なお、除斥対象の案件がないかどうか、この後議運終了後に議案が配付される予定と

なっていますので、漏れのないよう各議員で確認をお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

脇坂理事 ただいまの説明について、何かございますか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、この件については、この後開催の議会運営委員会で理事者から説明

があります。 

 なお、除斥についてですが、各自で御確認いただき、除斥の対象となる議案があった

場合は議長へ申し出ていただきますよう、各会派の議員へお伝えください。非交渉会派

については、事務局から説明をお願いします。 

 

《定例会の日程について》 

脇坂理事 次に、定例会の日程について、事務局から説明をお願いします。 

事務局次長 資料２を御覧ください。区長提出の追加議案に関わる日程の追加でございま

す。追加日程は網かけ部分でございます。この後、午前９時30分から議会運営委員会を

開催。当初日程の本会議中日に当たる本日午前10時から本会議において当初提案と併せ

て追加議案の議案上程、委員会付託。 

 以上、日程の追加を提案させていただきます。 

 説明は以上でございます。 
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脇坂理事 ただいまの説明について、何かございますか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、この件については、この後開催の議会運営委員会に諮ることといた

します。 

 日程は以上ですが、ほかに何かございますか。 

矢口理事 ９月26日に行われます中間議決に際してちょっと御提案をさせていただきたい

と思います。補正予算の中間議決になりますが、その中にジェンダー平等に関する審議

会設置の費用も含まれていると。今回は議案第59号でジェンダー平等に関する審議会条

例が出ておりまして、まずはその条例を決めてから設置に関する費用を計上すべき、も

しくは同時にやるべきというふうに考えます。ですので、９月26日の補正予算のタイミ

ングで59号のジェンダー平等に関する審議会条例を同時に採決すべきではないかなとい

うふうに思います。これらの話は議運で決定すべきと考えますが、まずは、理事者の皆

様の御賛同をいただければと思い、御提案をさせていただきます。 

脇坂理事 ただいま矢口理事から御提案がございましたけれども、それでは、各会派の幹

事長からどのように感じたかお願いいたします。 

山田理事 ただいまの件、よいと思います。 

 以上です。 

ひわき理事 ただいまの提案に賛同いたします。 

川原口理事 賛同いたします。 

安斉理事 賛同いたします。 

松本（み）理事 賛同します。 

脇坂理事 それでは、全会派御賛同いただけたということで、この後の議会運営委員会に

追加で諮りたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ほかに何かございますでしょうか。 

安斉理事 私から１点なんですけれども、事務的な話なんですけれども、いろいろ理事者

のほうから情報提供が多分、議長、副議長、そして議運の委員長、各会派の幹事長にあ

るかと思うんですが、これは多分今みたいにLINE WORKSがない時代だったので、まず議

長にその情報を提供して、了解を得たら副議長に行く。副議長の後に、議運の委員長に

行っているかは分からないんですけれども、最大会派の自民党さん、今だったら、共産

党さん、立憲さん、公明さん、うちで、維新さんとなると思うんですけれども、聞いて

いると、１個でもつまずいちゃうと、その人に連絡が取れないと次の人に行けないとい

う話みたいなんですよ。ですから、議長、副議長へ行って、矢口さんのところで止まっ
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ちゃうと、次、共産さんに連絡ができないと。全部の連絡が行ってから初めていろいろ

情報を広めるような話になっていて、ここ何回か私も、前も幹事長をやっていましたけ

れども、すごい違和感を感じていて、前時代的なやり方なので、まるっきり何も相談な

く情報の発信をするというのはよくないですけれども、例えば議長がそれを了承すれば、

別に各会派の幹事長に順番にやらなくても、一斉に発信するようなやり方を少し試験的

に導入して、問題がなければ、それを通常にしていくというやり方がいいのかなと。 

 結局理事者の方に聞くと、正直な話、結構負担になっていると。課長さんなんですけ

れども、高いお給料をもらって、我々議員に連絡がつくとかつかないとか、無駄なお金

なので、もっと質の高い仕事を課長さんにはしてもらわなきゃいけない話なので、です

から、そういった意味では、少しそういったような情報の管理の在り方、もうちょっと

簡素化してやったほうが効率的だというふうに思いますし、お金のかかる話じゃないの

で、ぜひ３か月でも半年でもいい、試験的にやってみて、それで問題がなければ、LINE 

WORKSとかでがっと流して終わりにしちゃうと。問題があれば見直しして、やっぱりこ

ういう情報は、ちょっとナーバスなので取扱いは今までどおりにしようとか、その辺を

提案させていただいて、今、今日ここでということはないので、次回の理事会以降とか

で、次長のほうでリーダーシップを取っていただいて、事務局ともちょっといろいろや

りとりしていただいて、そういったような効率的な運営をしていただければなというふ

うに思います。ちょっと長くなりました。これは私からの提案です。 

 以上です。 

脇坂理事 ただいま安斉理事から御提案いただきましたけれども、事務局のほうで何か現

在の運用ですとか、お話しできることがあればお願いいたします。 

事務局次長 特段決まりというのはできていないんですけれども、ただ、理事者側からは、

案件によっては議長、副議長、議運の委員長、副委員長、あるいは職員の処分に関係す

るようなのであると、各幹事長の皆様に事前に流してからなるべく丁寧にやりたいとい

う形でやられているのではないかなと思うんですけれども、状況によってそこが少しい

ろんなケースが出てきちゃっているような形にはなっているのかなと思っています。 

脇坂理事 ありがとうございます。この件について、今の段階で御発言はありますか。 

松本（み）理事 今の安斉理事の御提案、まさにそのとおりだなということで思っている

ので、基本的にはそういった形で改善を進めていけたらなという感想を持っています。 

山田理事 私もこの立場には長くいるんですけれども、この実態をあまり、そういうふう

になっていたんだということは知らなくて、会派で順番に連絡されていたとか、そうい

うことなんですかね。議運の委員長、副委員長に連絡したら、ばっと回っているものな
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のかと思っていましたけれども、そのあたりはどうなんでしょうか。 

事務局次長 それはちょっと極端なケースじゃないかなと思うんですけれども、そこは理

事者はこだわっていないような形、順番まであまりこだわってはいないのかなと思うん

ですけれども、そういう方もいらっしゃったのかなというふうな認識でございます。 

事務局長 過去の私の経験で申し上げますと、やっぱり与党と野党を区別していまして、

与党会派への連絡が済まないうちに、野党会派には回らないようにという指示が以前は

ありました。ただ、それは緊急事態の水害だとか、そういうときではなくて、例えば予

算の新しい目玉になるようなものをプレス発表するときとか、もともと与党会派から言

われている内容を実現するための施策の発表だとか、その案件の内容にも順番が多少あ

るにしても、そういう言われ方を過去していたことがあります。そうしないと逆に議員

さん側から、会派からクレームが来るという心配もあったので、逆に今、安斉理事がお

っしゃったように、議会側からそういうのは気にしないよと言われると、かなりほっと

するかなと。ただ、やっぱり物事には順番、その内容の案件に特段関心のある会派があ

ったりした場合は、まずそこからという順番を決める可能性はあると思います。 

安斉理事 今、与党会派と野党会派が出たんですけれども、ちょっとその辺はこの場でど

うかなと思ったんですけれども、私が言いたいのは、今LINE WORKSが入っていますので、

今情報というのは自分で取りにいく時代だと思うんです。ですから、あまり神経質にな

らないような一般的な情報であれば、もう開示していただいて、スピード的にそういう

のを公表していただいて、それぞれの方が見に行くということが前提になってくるかと

思いますので、今の現況も含めてこの辺をちょっと整理していただいて。私が聞いた管

理職の方はかなり負担になっていると、僕から質問したら、やっぱり負担になっている

と、これをなくしてもらうと楽ですと、ぜひよろしくお願いしますと複数人の理事者の

方に言われたので、実態を把握するとともに、議会からもこういう前時代的なやり方を

やめるということで理事者のほうに言ってあげたほうが、今局長も言ったので、いいか

なと思いますので、少しやっぱり現況を含めて確認して、整理をしていただくというこ

とで提起をしたいというふうに思います。お願いします。 

脇坂理事 ありがとうございます。では、そういたしましたら、ただいまの安斉理事の御

発言といいますのは、あくまで理事者側の負担軽減にもつながるという御提案でござい

ますので、とは言いつつも、理事者の皆さんがどういった考えで仕事を進めたいのかと

いうところもあろうかと思います。議会サイドからこういう提案があったということを

お伝えいただいた上で、一度総務部と事務局とで調整をいただいた上で、必要があれば

再度御提案をいただけたらと思います。よろしいでしょうか。 
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     〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 では、そのように進めたいと思います。 

 ほかに何かございますか。――なければ、議会運営委員会理事会を閉会いたします 

（午前 ９時２４分 閉会） 

 

 




